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平行四辺形ABCDの辺 ,BC CD上にそれぞれ点 ,P Qをとるとき，△ABP ≦△CPQならば， 

△ABP＋△CPQ ≦△APQ  であることを証明せよ。 

 

 ABC  (0 )    とおき， 

, , ,a b m   AB AD BP DQ ， , m BP DQ  とする。 

このとき，
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 である。条件 △ABP ≦△CPQ  より 
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a b a m   ≦  であり， 

sin 0   であるから ( )( )a b a m  ≦  …① 

よって △ APQ （△ABP＋CPQ） 

（平行四辺形ABCD）（△ABP＋△CPQ＋△ADQ）（△ABP＋△CPQ） 

（平行四辺形ABCD）（2 △ABP＋2 △CPQ＋△ADQ） 
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 ここで，①より ( )( ) ( )a b a m b a    ≦ ≦  なので ( )a b a ≦  から 2b ≧  

 よって ② 0≧  が成り立つ。 

 したがって △ABP＋△CPQ ≦△APQ  
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